
  

 

様式第３号（第１３条関係） 

 

会議録 

会議の名称 令和５年度第４回朝霞第三中学校学校運営協議会 

開催日時 
令和６年２月１４日（水)                      

午前１０時４０分から正午まで 

開催場所 朝霞市朝霞第三中学校  校長室 

出席者及び欠席者 

の職・氏名 

・渡辺 聡 ・白鳥 成章 ・關野 武男 ・正野 寛樹 

・狩野浩二・金子 雅美 ・嶋   徹  

（司会：横瀬修克 記録：石井祐輔） 

議題 

（１）令和５年度３学期の活動について 

（２）令和５年度学校評価について 

（３）その他   

会議資料 
（１）学校評価（生徒、保護者、教職員） 

（２）学校評価に関する学校の回答、校務分掌の職員振り返り 

（３）卒業証書授与式のご案内 

会議録の作成方針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 ■要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法 司会・記録 による確認 

 

傍聴者の数 
０人 

その他の必要事項 

 

 



  

 

 

  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１ 開会 

２ 学校長あいさつ 

今年度も残り１か月半となり、来年度に向けた準備も進めております。インフルエンザ等による学

級閉鎖は複数クラスにまたがる大きなものはございませんが、換気を徹底して過ごしていきたいと思

います。１０月１７日に逮捕された外﨑教諭が２月８日付けで懲戒免職処分となりました。２月８日

の帰りの会で生徒に報告し、紙面をもって保護者に報告しました。本校の課題であった不登校生徒は、

２月２日現在では２０名、１３名、２３名で計５６名となります。（前年度は６１名。）１１月から体

育館の床改修工事は完了しました。 

 

３ 協議内容 

（１）令和５年度 ３学期の活動について 

校長：１月３１日～２月２日で１学年は職業体験、２学年は長野県菅平でのスキー林間学校を実施。

１学年はおかげさまで大きなトラブルはなく終了。２年は１名インフルエンザ B 感染のため、２日目

に保護者迎えに来ていただき帰宅。２日目に１名宿舎前の凍結した路面で転倒し骨折。３学年は県公

立高校に出願した。１０名程度が志願先変更を予定している。３月１５日に卒業式、委員の皆様にも

ご出席していただきたい。 

委員：相談室登校生徒の件。人間関係による不登校ではなく、学業不振による不登校になる生徒の方

が多いのか。 

校長：様々な要因が絡んだうえでの不登校生徒が増えている。人間関係がきっかけで不登校になった

ものもいるが、学力不振が原因となっている者もいる。相談室で学習を希望する生徒のために時間割

を組み、教職員が指導することにしたが、希望する生徒はなかった。 

委員：全国的には３０万人の不登校生徒がいる。学校がとらえる不登校の要因と保護者や家庭が捉え

る要因は違うことがある。学校以外に学びの場が増えるとよい。例えば、適応指導教室は、中学校区

に１つではなく、小学校区に１つある状況が理想である。 

校長：本校にも大宮や川越のフリースクールに通っている生徒がいるが、長く続かない状況もある。 

委員：学校ではなく家庭の方が居心地が良すぎるのも不登校生徒が増えてしまった原因ではないか。 

委員：学校に行きたい生徒はなんとかして救ってあげたい。 

 

（２）令和５年度学校評価について 

校長：数値だけ見ると R４年度より良い評価をいただいているが、教員の逮捕案件もあったので、さ

らなる向上につなげていきたい。教職員の評価も一人一人が頑張っているので、比較的良い評価とな

っている。保護者からいただいたご意見に関して、学校からの回答を作成した。 

委員：各教科、項目ごとに関する評価は出ているが総合的には前年に比べてどうか。 

校長：前年に比べても良い評価をいただいている。 

委員：評価項目はどうなっているのか。 

校長：市内で統一した評価項目になっている。朝霞市教育委員会に学校経営の方針を説明するときに

もこの評価項目を指標として提出し、説明をしている。 

教頭：委員の皆様にも学校の評価（学校関係者評価）をしていただきたい。 



  

 

（３）その他 

委員：学校運営協議会として、教職員の不足などに関しても提言していきたい。学区内でのコミュニ

ティスクールの人たちにも説明していきたい。教育長の言葉にもある通り、子どもは地域の宝である、

この言葉をもう一度、地域で考えていきたい。先生が忙しいから、地域の方や学校運営協議会に手伝

っていただくというのは、違うのではないか。 

委員：学校運営協議会として、働き方改革の中でできることを提言していきたい。 

委員：学校長の運営方針に則って、それを支える学校運営協議会と法律で定められている。それに基

づいた運営をしていきたい。 

委員：我々二人は、三中として３月２１日の朝霞市学校運営協議会委員研修会に参加してきます。 

委員：PTA がない学校は、学校運営協議会の存在が大きくなっている。 

委員：人事に関して意見できる会である。 

委員：学校の特色に合わせた技能を持つ教職員が多く来てくれるように、委員としての意見を集めて

いきたい。 

校長：定時退勤ウィークを２月２２日より１週間実施する。 

委員：部活動を一生懸命にやっている先生からの不満の意見は出ないのですか。 

校長：意見は出ましたが、働き方について考え方を変えていかなければならない。 

委員：全国アンサンブルコンテストが予定されている吹奏楽部は大丈夫なのか。 

校長：基本的には、学年末テスト前部活動停止期間をあてている。 

委員：縮減できる業務はあるのか。 

校長：学校でできるものは進めている。 

委員：働き方改革は、学校単位ではなく、市教委、県、文科省で考えていかなければいけない。先生

がブラックと言われる状況はあってはならない。教育が崩壊する前になんとかしたい。 

委員：スクールサポーターや支援員は、どうなのか。 

校長：スクールサポーターが１名、相談員が３名、特別支援支援員が３名、その他生活・学習支援員

が２名いる。 

 

校長：Ｒ６年度の教育計画（仮）についての説明。入学式・始業式に参列いただける方は、連絡をお

願いします。 

 

４ 連絡 

（１）次回学校運営協議会 日程について 

４月１６日（火）１０時～１１時３０分を予定。 

委員の構成について、任期は２年間なので、来年度もお願いします。委員２名のお子様が卒業される。

来年度は三中の保護者を１名追加予定。 

卒業式の参列に関して、学校運営協議会として３名が参加予定。 

入学式の参列に関して、学校運営協議会として２名が参加予定。 

学校評価は、１週間以内に提出をお願いしたい。 

 

（２）その他 

５ 閉会 

この後、床が張り替えられた体育館を見ていただきたい。 
 


